
215　日本人の非日常と日常に棲息する虎たち

　
日
本
人
の
非
日
常
と
日
常
に
棲
息
す
る
虎
た
ち

― 

日
本
十
二
支
考
〈
寅
〉
生
活
文
化
篇 

―

濱
田
　
陽 

・ 

李
　
珦
淑

　　

１　

虎
と
日
本
人

　
日
本
の
虎
の
由
来

　

新
石
器
時
代
に
あ
た
る
縄
文
時
代
に
は
す
で
に
絶
え
て
い
た
た
め
、
日
本
列
島
で
は
生
き
た
虎
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

  

動
物
学
者
で
博
物
学
者
の
高
島
春
雄
に
よ
る
と
、
平
安
時
代
前
期
の
寛
平
二
（
八
九
〇
）
年
、
猫
好
き
の
宇
多
天
皇
に
新

羅
か
ら
は
じ
め
て
虎
の
子
二
匹
が
献
上
さ
れ
、
天
皇
は
、
こ
の
虎
を
著
名
な
宮
廷
画
家
だ
っ
た
巨こ

せ
の勢

金か
な
お
か岡

に
写
生
さ
せ
た
と

い
う
（
高
島
、
一
九
八
四
、二
一
七
頁
）。『
南
総
里
見
八
犬
伝
』（
一
八
一
四
―
一
八
四
二
刊
、
全
九
八
巻
、
一
〇
六
冊
）
に

は
、
金
岡
の
描
い
た
眼
無
し
の
虎
に
絵
師
が
眼
を
描
い
た
と
こ
ろ
抜
け
出
し
て
洛
中
を
大
暴
れ
し
た
の
で
、
ヒ
ー
ロ
ー
の

犬い
ぬ
え江

親し
ん
べ
え

兵
衛
が
両
目
を
矢
で
射
抜
く
と
絵
に
戻
っ
て
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
戯
作
者
曲
亭
馬
琴
が

こ
の
大
作
を
書
い
た
江
戸
後
期
に
金
岡
の
虎
の
絵
の
伝
承
は
あ
っ
た
が
、
絵
は
現
存
し
て
い
な
い
。

　

虎
の
絵
は
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
よ
く
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
存
す
る
日
本
最
古
の
虎
の
屏
風
絵
は
、
二
十
代
で
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日本人の非日常と日常に棲息する虎たち　216

夭
折
し
た
水
墨
画
家
単た

ん
あ
ん庵

智ち
で
ん伝

が
一
六
世
紀
頃
に
描
い
た
「
竜
虎
図
」
で
あ
る
。
竜
虎
や
虎
に
竹
の
画
題
は
、
武
家
の
気
風

に
か
な
い
、
室
町
後
期
に
は
雪せ

っ
そ
ん村

、
桃
山
時
代
に
は
長
谷
川
等
伯
、
曾そ

が我
直ち

ょ
く
あ
ん

庵
ら
が
手
が
け
た
。

　
『
長
崎
略
史
』
に
よ
れ
ば
、
戦
国
時
代
、
天
正
二
（
一
五
七
四
）
年
に
明
の
船
が
来
航
し
て
象
や
虎
を
も
た
ら
し
、
翌
年

に
も
明
船
が
武
将
の
大
友
宗
麟
に
虎
四
匹
、
象
一
匹
を
贈
っ
た
と
い
う
（
前
尾
、
二
〇
〇
〇
、一
五
八
頁
）。
ま
た
、
江
戸
初

期
に
編
纂
さ
れ
た
初
め
て
の
諸
大
名
家
の
系
図
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
に
よ
れ
ば
、
文
禄
の
役
（
壬
申
倭
乱
）
中
、
文
禄
二

（
一
五
九
三
）
年
と
三
年
に
生
け
捕
り
に
さ
れ
た
虎
が
豊
臣
秀
吉
に
送
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
秀
吉
は
、
虎
を
天
皇
や
家
臣
た

ち
に
見
せ
、
車
に
載
せ
て
京
都
の
町
を
廻
ら
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
駿
府
政
事
録
』
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
航
海
士
で
、
東

南
ア
ジ
ア
方
面
の
朱
印
船
貿
易
で
活
躍
し
た
ヤ
ン
＝
ヨ
ー
ス
テ
ン
が
、
慶
長
一
九
（
一
六
一
四
）
年
、
徳
川
家
康
に
虎
の
子

二
匹
を
贈
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
は
、
限
ら
れ
た
権
力
者
が
生
き
た
虎
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
移
送

中
に
偶
然
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
庶
民
の
数
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
中
国
の
薬
学
書
の
集
大
成
で
動
植
物
の
記
述
に
優
れ
る
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』（
一
五
九
六
年
刊
）
が
慶
長

九
（
一
六
〇
四
）
年
ま
で
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、そ
の
虎
の
記
述
が
図
説
百
科
事
典
『
和
漢
三
才
図
会
』（
一
七
一
二
年
刊
）

に
採
用
さ
れ
る
と
、
虎
に
関
す
る
知
識
も
増
え
て
ゆ
く
。

　
虎
と
江
戸
の
絵
師
た
ち

　

江
戸
初
期
で
は
狩
野
探
幽
、
中
期
に
は
伊
藤
若じ

ゃ
く
ち
ゅ
う

冲
、
円
山
応
挙
ら
の
虎
図
が
有
名
で
あ
る
。
比
較
文
学
者
芳
賀
徹
は
、
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217　日本人の非日常と日常に棲息する虎たち

若
冲
の
虎
が
朝
鮮
民
画
に
描
か
れ
た
虎
と
き
わ
め
て
よ
く
似
た
姿
を
し
て
い
る
こ
と
を
い
ち
早
く
指
摘
し
て
い
る
。
華
麗
で

写
生
的
で
あ
り
な
が
ら
ど
こ
と
な
く
幻
想
的
な
独
自
の
画
法
を
草
案
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
若
冲
で
あ
る
が
、
本
物
の
虎
を

見
る
機
会
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
朝
鮮
民
画
を
通
じ
て
朝
鮮
の
虎
と
民
衆
の
絵
心
に
肉
薄
し
つ
つ
描
い
た
の
だ
ろ
う
と
い
う

（
芳
賀
、
一
九
八
八
）。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
虎
を
通
じ
た
日
本
と
朝
鮮
の
思
い
が
け
な
い
文
化
交
流
で
あ
り
興
味
深
い
。
こ
の

虎
図
に
は
「
私
は
物
象
を
描
く
の
に
真
で
な
け
れ
ば
描
か
な
い
。
国
に
猛
虎
な
く
、
毛
を
倣
い
た
し
か
に
模
写
す
る
。」（
我

描
物
象 

非
真
不
図 
国
無
猛
虎 

倣
毛
盖
模
）
と
い
う
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　

江
戸
後
期
に
は
、
本
物
の
虎
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
で
も
、
ど
の
よ
う
に
こ
れ
を
描
く
の
か
と
い
う
課
題
が
さ
ら

に
多
様
な
手
法
で
追
求
さ
れ
た
。
長
澤
蘆
雪
は
気
迫
の
こ
も
っ
た
、
生
き
て
い
る
よ
う
な
虎
の
絵
を
描
い
た
が
、
師
の
円
山

応
挙
と
同
じ
く
瞳
孔
が
縦
に
細
く
表
現
さ
れ
た
眼
は
、
猫
の
眼
を
応
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
文
人
画
家
の
桑く

わ
や
ま山

玉ぎ
ょ
く
し
ゅ
う

洲
は
、

小
さ
な
黒
目
が
表
さ
れ
た
真
ん
丸
い
眼
と
踏
み
出
し
た
右
足
の
量
感
が
印
象
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
虎
を
描
い
た
が
、
こ
れ

も
実
物
を
見
ず
に
真
に
迫
ろ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
（
府
中
美
術
館
、
二
〇
〇
七
、八
八
―
九
一
頁
）。

　

生
き
た
虎
を
見
る
事
が
適
わ
な
い
な
か
で
、
ひ
た
す
ら
本
物
の
虎
に
迫
ろ
う
と
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
画
家
に
、
京
都
で
活
躍

し
た
岸が

ん
く駒

が
い
る
（
内
山
、
二
〇
〇
八
、三
四
―
三
五
頁
、
府
中
美
術
館
、
前
掲
、
九
一
頁
）。
寛
政
一
〇
（
一
七
九
八
）
年
、

清
の
商
人
か
ら
虎
の
頭
骨
を
手
に
入
れ
、
知
人
か
ら
虎
の
皮
を
借
り
受
け
て
、
こ
の
上
に
か
ぶ
せ
て
み
る
と
ま
る
で
生
き
て

い
る
よ
う
だ
っ
た
。
そ
の
表
情
や
形
態
が
、
そ
れ
ま
で
の
画
家
が
描
く
虎
と
大
い
に
違
っ
て
い
た
の
で
、
筆
を
取
り
、
精
魂

を
傾
け
て
精
密
な
写
生
を
行
な
っ
た
。
そ
の
ス
ケ
ッ
チ
は
何
枚
に
も
及
び
、
各
部
分
の
寸
法
を
計
測
し
、
牙
と
歯
の
本
数
や

形
状
ま
で
記
述
し
た
。
さ
ら
に
四
本
の
虎
の
足
も
入
手
し
、
関
節
の
構
造
ま
で
も
観
察
し
、
記
録
に
留
め
た
。
こ
う
し
て
、
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横
幅
二
メ
ー
ト
ル
二
〇
セ
ン
チ
に
及
ぶ
「
猛
虎
図
」
を
完
成
さ
せ
た
。
体
表
の
模
様
も
本
物
に
近
く
、
体
躯
の
様
々
な
所
に

あ
る
起
伏
も
実
際
の
虎
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
岸
駒
の
虎
は
、
本
物
の
虎
を
見
ず
に
な
ん
と
か
真
実
の
虎
の
姿
に
接
近
し
よ
う

と
し
た
日
本
の
画
家
た
ち
の
試
み
の
頂
点
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ち
な
み
に
岸
駒
が
手
に
入
れ
た
頭
骨
は
男
子
出
産
の
ま
じ

な
い
に
貸
し
出
さ
れ
て
行
方
不
明
と
い
う
が
、
虎
の
足
は
伝
存
し
て
い
る
。

　

他
方
、
富
嶽
百
景
で
知
ら
れ
る
葛
飾
北
斎
は
、
岸
駒
と
対
照
的
な
現
実
離
れ
し
た
「
竹
林
に
虎
図
」（
一
八
三
九
年
）
を

晩
年
に
描
い
た
。
人
の
顔
色
を
う
か
が
い
、
体
を
柱
に
擦
り
付
け
る
よ
う
に
し
て
入
っ
て
く
る
飼
い
猫
の
よ
う
な
虎
で
、
竹

を
よ
け
て
ぐ
る
り
と
首
を
廻
し
た
そ
の
表
情
も
が
ま
た
人
の
顔
の
よ
う
で
あ
る
。
北
斎
の
虎
は
、
た
し
か
に
本
物
の
虎
が
い

な
い
日
本
だ
か
ら
こ
そ
誕
生
し
た
希
有
な
作
品
と
い
え
よ
う
。（
府
中
美
術
館
、
前
掲
、
九
六
―
九
七
頁
）

　
見
世
物
や
獲
物
に
さ
れ
た
虎

　

江
戸
初
期
の
版
本
『
不
可
徳
物
語
』（
一
六
四
八
年
刊
）
に
京
都
四
条
の
鴨
川
で
虎
を
見
世
物
に
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
大
坂
最
古
の
名
所
記
『
蘆あ

し
わ
け
ぶ
ね

分
船
』（
一
六
七
五
年
刊
）
に
も
大
坂
道
頓
堀
で
虎
を
見
世
物
に
し
た
記
録
が
あ

る
が
、
本
物
か
偽
物
か
は
定
か
で
な
い
。
江
戸
後
期
の
文
政
年
間
（
一
八
一
八
―
一
八
三
〇
年
）
に
京
都
、
大
坂
、
江
戸

の
三
都
を
見
世
物
に
な
っ
て
廻
っ
た
虎
は
、
猫
を
染
め
た
偽
物
で
あ
っ
た
と
い
う
（
高
島
、
前
掲
、
二
一
七
頁
、
前
尾
、

二
〇
〇
〇
、一
六
二
―
一
六
三
頁
）。

　

本
物
の
虎
が
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸
末
期
の
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
に
オ
ラ
ン
ダ
船
が
横
浜
へ

も
た
ら
し
た
虎
が
江
戸
で
興
行
さ
れ
て
以
来
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
幕
末
の
イ
ギ
リ
ス
外
交
官
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
は
、
日
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本
滞
在
記
『
大
君
の
都
』
で
、
こ
の
虎
が
マ
レ
ー
半
島
で
捕
獲
さ
れ
、
現
地
で
百
ド
ル
程
度
の
も
の
が
日
本
で
見
世
物
に
売

る
と
三
千
ド
ル
か
ら
四
千
ド
ル
に
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
（
前
尾
、
前
掲
、
一
六
四
頁
―
一
六
五
頁
）。

　

日
本
初
の
動
物
園
と
し
て
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
に
開
園
し
た
上
野
動
物
園
は
、
当
初
、
猛
獣
は
熊
の
み
で
、
犬
や

猫
な
ど
日
本
で
普
通
に
見
か
け
る
動
物
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
一
八
八
七
年
に
虎
が
入
り
一
躍
動
物
園
の
花
形
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
明
治
以
降
、
日
本
人
が
本
物
の
虎
を
目
に
す
る
機
会
は
増
え
た
が
、
そ
れ
は
虎
が
近
代
的
装
備
で
次
々
に
狩
ら

れ
、
捕
獲
さ
れ
て
い
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。『
征
虎
記
』（
一
九
一
八
年
）
と
い
う
文
献
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
実
業
家
が
大
正

六
（
一
九
一
七
）
年
に
朝
鮮
で
大
規
模
な
虎
狩
り
を
行
な
い
、
東
京
の
帝
国
ホ
テ
ル
に
二
〇
〇
余
名
を
招
い
て
虎
肉
の
試
食

会
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
と
き
の
虎
料
理
は
「
咸

か
ん
き
ょ
う鏡

南
道
ト
ラ
冷
肉
」
で
あ
っ
た
。
日
本
人
は
見
世
物
や
獲
物
と
し

て
の
虎
を
知
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
生
活
と
共
に
あ
る
民
俗
と
し
て
の
虎
を
経
験
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

太
平
洋
戦
争
末
期
の
一
九
四
三
年
、
空
襲
で
檻
が
破
壊
さ
れ
る
怖
れ
か
ら
、
上
野
動
物
園
で
は
政
府
命
令
に
よ
っ
て
虎
を

含
む
猛
獣
達
が
毒
殺
さ
れ
る
悲
劇
が
あ
っ
た
。
園
内
に
は
、
動
物
慰
霊
碑
が
設
け
ら
れ
、
動
物
達
の
供
養
が
今
日
も
行
な
わ

れ
て
い
る
。

　

２　

戦
い
の
シ
ン
ボ
ル

　
聖
徳
太
子
、
源
義
経

　

日
本
人
に
と
っ
て
の
虎
は
、
日
常
が
破
ら
れ
る
戦
い
の
場
面
に
、
象
徴
と
し
て
登
場
し
て
く
る
。
後
に
摂
政
と
な
っ
て
活
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躍
し
た
聖
徳
太
子
は
、
信
貴
山
（
奈
良
県
）
で
政
敵
の
物
部
守
屋
を
討
と
う
と
戦
勝
祈
願
を
し
た
と
こ
ろ
、
仏
教
を
守
護
す

る
武
神
毘び

し
ゃ
も
ん
て
ん

沙
門
天
が
虎
を
連
れ
て
現
れ
、
必
勝
の
秘
法
を
授
け
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
寅
年
、
寅
日
、
寅
の
刻
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
聖
徳
太
子
が
こ
の
神
の
加
護
で
、
敵
を
亡
ぼ
す
こ
と
が
出
来
た
た
め
、
毘
沙
門
天
は
虎
に
縁
の
あ
る
神
と
し
て
信

仰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
、
信
貴
山
の
朝ち

ょ
う
ご護

孫そ
ん
し
じ

子
寺
に
は
、
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
、
全
長
六
メ
ー
ト
ル
の
世
界
一
の
張

子
の
虎
が
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

平
安
時
代
に
は
、主
に
渤
海
か
ら
輸
入
さ
れ
た
虎
皮
は
、四
位
と
五
位
の
武
官
の
武
具
に
用
い
ら
れ
て
い
た
（
ヴ
ェ
ア
シ
ュ

ア
、
二
〇
〇
五
、四
二
頁
）。
ま
た
、
鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
将
軍
、
源
頼
朝
の
弟
で
、
卓
越
し
た
軍
功
で
知
ら
れ
る
源
義
経
は
、

陰
陽
師
が
所
持
し
て
い
た
兵
法
の
秘
伝
書
を
そ
の
娘
を
通
じ
て
盗
み
出
し
、
と
く
に
『
六り

く
と
う韜

』
の
「
虎
の
巻
」
を
学
ん
だ
と

『
義ぎ

け
い
き

経
記
』（
成
立
は
室
町
時
代
初
期
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
「
虎
の
巻
」
と
い
う
言
葉
が
成
功
の
た
め
の
必

読
書
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
義
経
修
行
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
京
都
の
鞍
馬
寺
は
毘
沙
門
天
を
祀
り
、
本
殿
前
に
阿あ

う
ん吽

一

対
の
虎
像
が
置
か
れ
、
真
偽
は
定
か
で
な
い
が
義
経
由
来
の
「
虎
の
巻
」
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
、「
虎
の
巻
」

と
書
か
れ
た
巻
物
や
冊
子
が
多
く
造
ら
れ
て
流
布
し
、
大
変
な
人
気
で
あ
っ
た
。

　
戦
国
武
将
と
金
鯱

　

戦
国
時
代
、
関
東
の
有
力
武
家
、
小
田
原
北
条
氏
は
、
う
ず
く
ま
っ
た
虎
の
絵
が
入
っ
た
印
章
を
用
い
て
い
た
。
ま
た
、

豊
臣
秀
吉
の
大
坂
城
で
は
、
天
守
閣
の
最
上
階
外
縁
に
金
に
塗
ら
れ
た
八
頭
の
巨
大
な
伏
虎
が
描
か
れ
て
い
た
。

　

城
で
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
天
守
閣
の
頂
上
に
飾
ら
れ
る
一
対
の
鯱

し
ゃ
ち
ほ
こで

あ
る
。
姿
が
魚
で
頭
が
虎
の
想
像
上
の
動
物
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で
、
城
の
守
り
神
と
し
て
雨
を
降
ら
し
火
事
の
と
き
に
は
水
を
吹
き
出
し
て
火
を
消
す
と
考
え
ら
れ
た
。
ち
な
み
に
、
鯱

は
、
魚
と
虎
の
二
字
を
合
わ
せ
た
和
製
漢
字
で
、『
和
漢
三
才
図
会
』
で
は
魚
虎
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
織
田
信
長
の
安
土

城
（
一
五
七
六
年
）
以
降
、
天
守
閣
の
装
飾
と
し
て
普
及
し
た
が
、
と
く
に
徳
川
御
三
家
の
一
つ
尾
張
徳
川
家
の
居
城
で

あ
っ
た
名
古
屋
城
の
金
鯱
が
有
名
で
あ
る
。
創
建
時
に
は
、
雌
雄
一
対
で
ウ
ロ
コ
に
貼
ら
れ
た
金
版
に
は
二
一
五
・
三
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
純
金
が
使
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
二
・
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
高
さ
と
一
千
キ
ロ
以
上
の
重
量
を
誇
っ

て
い
る
。
戦
前
は
、
雄
は
内
国
博
覧
会
、
雌
は
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
て
人
気

を
博
し
た
。
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
の
名
古
屋
大
空
襲
で
焼
失
し
た
が
、
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
に
再
建
さ
れ
、

二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
の
愛
知
万
博
で
展
示
さ
れ
る
な
ど
、
名
古
屋
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。　

　
白
虎
隊
、
千
人
針

　

天
の
方
角
を
つ
か
さ
ど
る
四
神
の
一
つ
で
西
方
に
配
置
さ
れ
る
白
虎
の
名
は
、
日
本
で
は
若
く
し
て
自
害
し
た
武
士
た
ち

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
結
び
付
い
て
い
る
。
明
治
の
新
政
府
軍
と
旧
幕
府
軍
が
ぶ
つ
か
っ
た
戊
辰
戦
争
で
、
徳
川
家
に
忠
誠
を
つ

く
す
会
津
藩
は
年
齢
の
高
い
順
に
玄
武
隊
、
青
龍
隊
、
朱
雀
隊
、
白
虎
隊
と
い
う
軍
隊
組
織
を
編
成
し
、
白
虎
隊
に
は
一
五

歳
か
ら
一
七
歳
の
武
士
の
子
弟
を
配
置
し
た
。
白
虎
隊
の
少
年
達
は
、
市
中
の
火
災
の
様
子
を
見
て
会
津
城
が
落
城
し
た
と

誤
認
し
、
隊
中
二
〇
名
が
自
刃
、
一
九
名
が
命
を
落
と
し
て
い
る
。
少
年
兵
た
ち
の
悲
劇
は
白
虎
隊
の
名
と
と
も
に
後
世
に

語
り
継
が
れ
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
日
本
で
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
千
人
針
は
、
一
片
の
布
に
千
人
の
女
性
が
赤
糸
で
一
針
ず
つ
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塗
っ
て
千
個
の
縫
玉
を
つ
く
り
、
出
征
兵
士
の
武
運
長
久
を
祈
っ
た
も
の
で
、
刺
繡
に
虎
の
デ
ザ
イ
ン
が
し
ば
し
ば
用
い
ら

れ
た
。「
虎
は
千
里
行
っ
て
千
里
帰
る
」
と
い
う
諺
に
兵
士
が
無
事
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
に
と
の
想
い
を
込
め
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
寅
年
生
ま
れ
の
女
性
に
歳
の
数
だ
け
縫
っ
て
も
ら
う
と
良
い
と
も
言
わ
れ
た
。

　
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

　

虎
と
戦
い
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
太
平
洋
戦
争
後
に
も
、
大
衆
文
化
の
中
に
顔
を
出
し
て
い
る
。
プ
ロ
レ
ス
漫
画
『
タ
イ
ガ
ー

マ
ス
ク
』（
一
九
六
八
―
一
九
七
一
年
）
は
、孤
児
院
で
育
っ
た
少
年
が
動
物
園
の
虎
の
檻
の
前
で
喧
嘩
を
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
悪
役
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
養
成
機
関
「
虎
の
穴
」
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
、
殺
人
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
経
て
覆
面
レ
ス
ラ
ー
・

タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
と
し
て
孤
児
院
を
守
る
た
め
に
活
躍
す
る
物
語
で
あ
る
。
一
九
六
九
―
一
九
七
一
年
と 

一
九
八
一
―

一
九
八
二
年
に
ア
ニ
メ
化
さ
れ
、
二
度
目
の
ア
ニ
メ
化
時
か
ら
新
日
本
プ
ロ
レ
ス
で
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
に
扮
し
た
プ
ロ
レ
ス

ラ
ー
が
登
場
し
、
華
麗
な
空
中
殺
法
に
よ
っ
て
一
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
。

　

ま
た
、
関
西
一
の
人
気
野
球
球
団
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
存
在
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
タ
イ
ガ
ー
ス
の
名
称
は
、

一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
に
前
身
の
大
阪
タ
イ
ガ
ー
ス
が
誕
生
す
る
と
き
に
、
ち
ょ
う
ど
メ
ジ
ャ
ー
・
リ
ー
グ
で
米
国
で

ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
を
制
し
た
デ
ト
ロ
イ
ト
・
タ
イ
ガ
ー
ス
か
ら
取
っ
た
の
だ
が
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
お
か
げ
で
日
本
人

に
と
っ
て
虎
が
い
っ
そ
う
身
近
な
イ
メ
ー
ジ
を
獲
得
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
東
京
を
本
拠
と
す
る
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

と
の
試
合
は
日
本
球
界
を
代
表
す
る
伝
統
の
一
戦
で
あ
り
、
勇
ま
し
く
吠
え
る
猛
虎
が
描
か
れ
た
球
団
旗
を
有
し
、
選
手
た

ち
は
、
虎
の
縞
模
様
を
模
し
た
帽
子
と
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
戦
う
。
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
は
虎
党
と
呼
ば
れ
る
。
球
団
歌
に
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は
「
獣
王
の
意
気
高
ら
か
に
」
の
歌
詞
が
お
ど
り
、「
オ
ウ
オ
ウ
オ
ウ
オ
ウ
」
の
雄
叫
び
も
入
っ
て
、
フ
ァ
ン
た
ち
は
虎
と

一
体
化
し
て
応
援
を
繰
り
広
げ
る
。
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ド
リ
の
よ
う
な
全
国
区
の
虎
マ
ス
コ
ッ
ト
で
な
い
に
せ

よ
、
虎
は
関
西
地
域
に
お
い
て
と
く
に
親
し
み
深
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　　

３　

日
常
に
溶
け
込
ん
だ
虎

　
虎
の
子
渡
し
（
龍
安
寺
石
庭
）

　

日
本
人
に
と
っ
て
、
虎
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
戦
い
に
結
び
つ
い
た
非
日
常
の
場
面
に
登
場
す
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
本
物
の
虎
が
日
本
に
棲
息
し
て
い
な
い
こ
と
が
日
常
と
の
距
離
感
を
生
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
プ
ロ
レ
ス
や

野
球
も
勝
負
の
世
界
で
あ
り
、
観
客
は
非
日
常
の
高
揚
感
を
求
め
て
集
っ
て
く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
メ
タ
フ
ァ
ー
や
名
前

と
し
て
の
虎
は
、
意
外
に
豊
か
に
日
常
生
活
の
竹
林
に
ひ
そ
ん
で
い
る
。

　

世
界
的
に
有
名
な
京
都
・
龍
安
寺
（
一
四
五
〇
年
開
山
）
の
石
庭
は
、「
虎
の
子
渡
し
」
の
別
名
で
知
ら
れ
る
。
江
戸
時

代
後
期
に
刊
行
さ
れ
た
庭
園
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
名
著
『
都

み
や
こ

林り
ん
せ
ん泉

名め
い
し
ょ
う勝

図ず

え会
』（
一
七
九
九
年
）
に
「
真
の
風
流
に
し
て
他
に

比
類
な
し
、是
を
世
に
虎
の
子
渡
し
と
云
う
」と
紹
介
さ
れ
、二
百
年
前
に
は
こ
の
名
称
で
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
虎
の
子
渡
し
」
は
、
南
宋
末
に
周
密
が
記
し
た
史
書
『
癸き

し
ん辛

雑ざ
っ
し
き識

（
続
集
下
）』
に
み
え
る
説
話
に
由
来
す
る
。
虎
が
三
匹

の
子
を
生
む
と
、
そ
の
中
に
必
ず
彪ひ

ょ
うが

い
て
、
他
の
二
匹
を
食
お
う
と
す
る
の
で
、
渡
河
の
際
に
親
は
彪
と
二
匹
だ
け
に
し

な
い
よ
う
に
苦
労
す
る
。
ま
ず
彪
を
背
負
っ
て
対
岸
に
渡
し
、
次
に
も
う
一
匹
を
背
負
っ
て
渡
し
た
帰
り
に
彪
を
背
負
っ
て
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戻
り
、
残
り
の
一
匹
を
渡
し
た
あ
と
で
、
ま
た
彪
を
背
負
っ
て
渡
る
と
い
う
。
石
庭
に
は
草
木
一
本
無
く
、
波
形
を
描
い
た

白
砂
に
一
五
個
の
自
然
石
が
配
置
さ
れ
、
禅
の
悟
り
の
境
地
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
庭
に
対
座
し
て
み
れ
ば
、
大
小
の
石
が

つ
く
り
だ
す
絶
妙
な
間
に
思
わ
ず
心
を
奪
わ
れ
る
。
実
際
は
先
の
故
事
を
元
に
作
庭
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
砂
と
苔
む

し
た
石
だ
け
で
表
現
さ
れ
た
抽
象
空
間
を
、
昔
の
日
本
人
が
虎
の
親
子
の
姿
に
も
喩
え
て
き
た
こ
と
が
面
白
い
。
石
は
、
東

か
ら
五
・
二
・
三
・
二
・
三
と
五
つ
の
ま
と
ま
り
を
つ
く
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
岸
、
親
虎
、
三
匹
の
子
虎
の
よ
う
に
も
見

え
る
。

　
虎
に
な
る

　

さ
て
、
日
本
で
は
、
酒
を
呑
ん
で
泥
酔
し
た
状
態
に
な
る
こ
と
を
俗
に
「
虎
に
な
る
」
と
い
う
。
四
つ
ん
這
い
に
な
っ
て

手
が
つ
け
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
出
た
と
も
、
あ
る
い
は
、
酒
の
こ
と
を
笹さ

さ

と
も
い
う
の
で
、
小
竹
で
あ
る
笹
の
薮
に
棲
む

虎
に
か
け
て
表
現
し
た
と
も
言
わ
れ
る
が
定
か
で
は
な
い
。
ひ
ど
い
よ
っ
ぱ
ら
い
は
「
大お

お
と
ら虎

」
と
い
い
、
大
虎
と
い
う
店
名

の
居
酒
屋
が
全
国
各
地
に
あ
る
。
よ
っ
ぱ
ら
っ
て
前
後
不
覚
に
な
り
暴
れ
出
す
の
は
困
っ
た
も
の
だ
が
、
庶
民
の
飲
酒
文
化

は
少
々
は
め
を
外
す
こ
と
を
温
か
く
受
け
入
れ
て
い
る
。

　
虎
皮
の
ふ
ん
ど
し

　

言
葉
の
連
想
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
の
が
、
鬼
が
は
く
虎
皮
の
ふ
ん
ど
し
で
あ
る
。
鬼
は
、
角
を
生
や
し
た
日
本
の
想

像
上
の
怪
物
で
、
鬼
門
と
呼
ば
れ
る
東
北
の
丑う

し
と
ら寅

の
方
角
か
ら
や
っ
て
く
る
。
こ
の
た
め
、
牛
の
角
を
生
や
し
、
虎
の
牙
を
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も
ち
、
虎
皮
の
ふ
ん
ど
し
を
は
く
姿
で
図
像
化
さ
れ
た
。
俵
屋
宗
達
の
屏
風
画
の
傑
作
「
風
神
雷
神
図
」
は
、
雷
神
を
鬼
の

姿
で
描
い
た
も
の
と
し
て
、
と
く
に
有
名
で
あ
る
。　
　

　

そ
し
て
現
代
は
、
鬼
の
ふ
ん
ど
し
は
パ
ン
ツ
へ
と
変
化
を
と
げ
た
。
一
九
六
一
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
音
楽
番
組
『
み
ん
な
の
う

た
』
で
『
鬼
の
パ
ン
ツ
』
と
い
う
童
謡
が
紹
介
さ
れ
、全
国
に
広
ま
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
の
大
衆
歌
謡
『
フ
ニ
ク
リ
・
フ
ニ
ク
ラ
』

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
、「
鬼
の
パ
ン
ツ
は　

い
い
パ
ン
ツ　

つ
よ
い
ぞ　

つ
よ
い
ぞ
／
ト
ラ
の
毛
皮
で　

で
き
て
い
る　

つ
よ

い
ぞ　

つ
よ
い
ぞ
」「
一
〇
年
は
い
て
も　

や
ぶ
れ
な
い　

つ
よ
い
ぞ　

つ
よ
い
ぞ
」「
み
ん
な
で
は
こ
う　

鬼
の
パ
ン
ツ
」

と
コ
ミ
カ
ル
に
元
気
よ
く
歌
う
。
こ
う
し
て
、
虎
模
様
の
パ
ン
ツ
を
は
い
た
鬼
が
人
々
の
心
象
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
人
気
ア
ニ
メ
『
う
る
星
や
つ
ら
』（
原
作
は
高
橋
留
美
子
が
一
九
七
八
―
一
九
八
七
年
に
発
表
し
た
漫
画
）
の
ラ

ム
ち
ゃ
ん
は
鬼
型
の
宇
宙
人
と
い
う
設
定
で
あ
る
が
、
虎
模
様
の
ビ
キ
ニ
と
ロ
ン
グ
ブ
ー
ツ
を
は
い
た
姿
で
空
中
を
自
在
に

飛
び
ま
わ
る
。
こ
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
、
鬼
門
と
丑
寅
の
連
想
に
由
来
し
て
い
る
。

　
虎
列
刺
、
虎
斑
竹
、
虎
ノ
門

　

虎
は
、
文
字
の
か
た
ち
で
病
名
、
植
物
名
、
地
名
、
店
名
、
人
名
に
も
入
り
込
ん
で
い
る
。

　

病
名
は
感
染
症
の
一
種
コ
レ
ラ
の
当
て
字
と
し
て
明
治
初
期
か
ら
使
わ
れ
た
「
虎コ

レ

ラ
列
刺
」、
植
物
に
高
知
県
津
山
市
の
特

産
で
一
九
二
二
（
大
正
一
三
）
年
に
国
指
定
天
然
記
念
物
と
な
っ
た
虎と

ら

斑ふ

竹だ
け

が
あ
る
。
虎
の
斑
模
様
を
も
つ
こ
の
不
思
議
な

竹
は
江
戸
時
代
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
日
本
を
代
表
す
る
植
物
学
者
、
牧
野
富
太
郎
が
一
九
一
六
（
大
正
一
六
）
年
に
命

名
し
た
。
世
界
中
で
こ
の
地
だ
け
に
生
え
、
移
植
も
不
可
能
な
希
少
な
竹
で
あ
る
と
い
う
。
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国
会
議
事
堂
や
首
相
官
邸
が
あ
る
永
田
町
と
、
外
務
省
や
財
務
省
な
ど
の
官
公
庁
が
集
中
す
る
霞
ヶ
関
の
南
に
位
置
す
る

虎
ノ
門
に
も
ふ
れ
て
お
こ
う
。
現
在
、
一
丁
目
か
ら
五
丁
目
ま
で
あ
り
約
二
千
五
百
人
が
住
ん
で
い
る
。
虎
ノ
門
は
、
も
と

も
と
江
戸
城
の
南
端
に
あ
っ
た
外
郭
門
の
名
で
あ
る
。
そ
の
門
が
な
ぜ
虎
ノ
門
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は

諸
説
あ
る
（
前
尾
、
前
掲
、
一
六
九
―
一
七
一
頁
）。
①
昔
こ
の
門
に
虎
が
つ
な
が
れ
た
。
②
江
戸
城
を
築
い
た
太お

お
た田

道ど
う
か
ん灌

が
こ
の
門
か
ら
出
陣
し
、
千
里
行
く
と
も
無
事
千
里
帰
っ
た
こ
と
を
祝
っ
て
虎
ノ
門
と
名
づ
け
た
。
③
大
手
門
を
朱
雀
と
す

れ
ば
こ
の
門
が
白
虎
の
方
角
に
当
た
る
。
④
朝
鮮
か
ら
生
け
捕
り
の
虎
を
献
上
し
た
際
、
檻
が
大
き
く
て
従
来
の
門
で
は
通

ら
な
い
の
で
新
し
く
虎
の
門
を
つ
く
っ
た
。
い
ず
れ
も
定
説
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
虎
屋

　

虎
の
名
を
も
つ
店
で
有
名
な
の
は
、
一
六
世
紀
末
頃
、
京
都
で
創
業
し
た
和
菓
子
の
虎
屋
で
あ
る
。
絶
品
の
羊
羹
を
包
み

込
む
包
装
紙
と
紙
袋
は
、
黒
地
に
躍
動
す
る
金
の
虎
が
描
か
れ
た
高
級
な
佇
ま
い
で
、
他
の
和
菓
子
店
の
追
随
を
許
さ
な
い
。

す
で
に
一
六
〇
〇
（
慶
長
五
）
年
の
関
ヶ
原
の
戦
い
の
記
録
に
「
虎
屋
」
の
名
が
出
て
い
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
ジ
ョ

ア
ン
・
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
の
『
日
本
教
会
史
』（
一
六
二
二
年
頃
執
筆
）
に
「
京
都
に
は
虎
の
家
、
亀
の
家
、
鶴
の
家
と
い
う

名
前
の
店
が
軒
を
並
べ
て
い
る
」
と
あ
り
、
江
戸
時
代
に
虎
屋
と
い
う
屋
号
は
珍
し
い
も
の
で
な
か
っ
た
。
虎
屋
に
は
、
和

菓
子
に
関
す
る
貴
重
な
古
文
書
や
資
料
を
保
存
す
る
虎
屋
文
庫
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
虎
屋
の
名
を
つ
け
た
か
は
不

明
だ
が
、
十
七
代
目
社
長
の
黒
川
光
博
は
、
日
本
に
棲
息
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
昔
か
ら
虎
の
勇
猛
果
敢
な
姿
が
絵

に
描
か
れ
詩
文
で
う
た
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
神
秘
的
な
力
を
持
つ
霊
獣
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
う
し
た
強
さ
に
あ
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や
か
ろ
う
と
し
た
商
家
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
（
黒
川
、
二
〇
〇
五
、一
三
六
―
一
三
八
頁
）。
皇
室

御
用
達
の
老
舗
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
き
、
明
治
維
新
で
東
京
に
本
社
を
移
し
た
。
京
都
店
二
階
の
仏
間
に
虎
を
と
も

な
っ
た
武
神
・
毘
沙
門
天
を
本
尊
と
し
て
祀
っ
て
い
る
。
社
名
に
ゆ
か
り
の
深
い
虎
の
棲
息
状
況
を
憂
え
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
と
と
も
に
野
生
の
虎
の
保
護
活
動
に
協
力
し
て
い
る
と
い
う
。

　『
男
は
つ
ら
い
よ
』
の
寅
さ
ん

　

最
後
に
、
人
名
を
見
て
み
よ
う
。
鎌
倉
時
代
末
か
ら
南
北
朝
時
代
に
活
躍
し
た
臨
済
僧
に
虎こ

か
ん
し
れ
ん

関
師
錬
が
い
る
。
彼
は
仏
教

伝
来
以
来
四
百
余
人
の
僧
伝
・
仏
教
史
『
元げ

ん
こ
う
し
ゃ
く
し
ょ

亨
釈
書
』（
一
三
二
二
年
）
を
記
し
た
。
戦
国
時
代
に
は
、
幼
名
が
虎
千
代
で

越
後
の
虎
と
も
呼
ば
れ
織
田
信
長
と
覇
権
を
争
っ
た
上
杉
謙
信
や
、
巧
み
に
主
君
を
代
え
最
後
は
徳
川
家
の
重
臣
と
な
っ
て

成
功
し
た
藤
堂
高
虎
な
ど
、
虎
の
字
を
名
に
も
つ
武
将
が
い
る
。
近
代
に
も
寺
田
寅
彦
が
物
理
学
者
、
名
随
筆
家
と
し
て
大

正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
、
小
説
家
森
鴎
外
は
長
男
に
、
ド
イ
ツ
の
一
般
的
な
人
名
オ
ッ
ト
ー
の
音
に
ひ
っ
か
け
て
、

虎
を
示
す
楚
国
の
方
言
で
あ
る
「
於お

と兎
」
の
名
を
つ
け
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
有
名
な
の
は
、
国
民
的
映
画
『
男
は
つ
ら
い
よ
』
シ
リ
ー
ズ
（
監
督
：
山
田
洋
次　

全
四
八
作
、
一
九
六
九
―

一
九
九
五
年
上
映
）
で
俳
優
渥
美
清
が
演
じ
た
、
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
で
心
優
し
い
主
人
公
「
寅
さ
ん
」
だ
ろ
う
。
名
を
車

寅
次
郎
と
い
い
、的
屋
を
職
業
と
す
る
架
空
の
人
物
で
あ
る
。
日
本
各
地
を
旅
し
、毎
作
品
、故
郷
の
東
京
葛
飾
柴
又
に
帰
っ

て
き
て
は
美
し
い
女
性
に
純
情
な
恋
心
を
い
だ
く
が
、
失
恋
し
て
去
っ
て
行
く
。
寅
次
郎
の
名
は
、
山
田
洋
次
監
督
が
敬
愛

し
て
い
た
喜
劇
映
画
の
名
手
斉
藤
寅
次
郎
に
ち
な
ん
で
お
り
、
虎
と
そ
れ
以
上
の
関
係
は
な
い
。
し
か
し
、
映
画
の
大
ヒ
ッ
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ト
に
よ
っ
て
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
を
知
ら
な
い
日
本
人
は
い
な
い
ほ
ど
に
な
っ
た
。
寅
さ
ん
の
衣
装
は
、
縞
柄
で
な
く

ベ
ー
ジ
ュ
地
に
チ
ェ
ッ
ク
柄
が
入
っ
た
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
だ
が
、
が
っ
し
り
し
た
四
角
い
顔
つ
き
と
放
浪
の
生
活
は
ど
こ
か
で
虎

を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
じ
つ
は
、
寅
さ
ん
は
、
第
一
二
作
『
私
の
寅
さ
ん
』
で
こ
ん
な
口
上
を
披
露
し
て
い
る
。

　
「
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
阿
蘇
山
初
春
興
行
と
い
た
し
ま
し
て
、
い
か
が
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
今
年
の
運
勢
を
い
わ
う
こ
の
寅
の
絵
、
ね
、
ど
う
ぞ
、
お
近
く
に
よ
っ
て
見
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
虎
は
死
し

て
皮
残
す
。
人
は
死
ん
で
名
を
残
す
。」

　

渥
美
清
は
、
晩
年
、
肝
臓
癌
が
肺
に
転
移
す
る
な
か
で
寅
次
郎
を
演
じ
つ
づ
け
、
奇
跡
的
に
四
八
作
目
の
出
演
を
や
り
と

げ
て
一
九
九
六
年
に
ひ
っ
そ
り
と
亡
く
な
っ
た
。
他
人
と
の
交
わ
り
を
避
け
、
公
私
を
峻
別
し
て
寅
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
を
壊

さ
な
い
こ
と
に
努
め
た
生
き
様
は
、
群
を
つ
く
ら
ず
誇
り
高
い
虎
を
思
わ
せ
る
名
優
で
あ
っ
た
。

　

外
来
の
動
物
で
あ
っ
た
虎
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
、
本
来
身
近
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
海
外
と
の
長
い
交
流

を
経
て
、
生
活
の
様
々
な
場
面
に
溶
け
込
ん
で
い
っ
た
。
今
日
、
日
本
人
の
非
日
常
と
日
常
の
い
ず
れ
に
も
虎
の
シ
ン
ボ
ル

は
間
違
い
な
く
定
着
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
。
そ
れ
は
、
韓
国
や
中
国
の
虎
文
化
に
比
べ
て
間
接
的
で
抽
象
度
が
高
い
け

れ
ど
も
、
個
性
的
な
想
像
力
と
誇
り
に
満
ち
て
い
る
の
で
あ
る
。
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主
要
文
献

高
島
春
雄
「
動
物
渡
来
物
語
」『
全
集
日
本
動
物
誌
』
第
二
二
巻
、
講
談
社
、
一
九
八
四

下
中
邦
彦
編
『
平
凡
社
大
百
科
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
八
五

芳
賀
徹
「
蕪
村
の
俳
諧
と
若
冲
の
絵
画
」『
與
謝
蕪
村
の
小
さ
な
世
界
』
中
公
文
庫
、
一
九
八
八

西
岡
弘
他
監
修
『
成
語
大
辞
苑 : 

故
事
こ
と
わ
ざ
名
言
名
句
』
主
婦
と
生
活
社
、
一
九
九
五

前
尾
繁
三
郎
『
十
二
支
攷
』
第
二
巻
寅
・
卯
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇

日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
、『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
⑨
』
小
学
館
、
二
〇
〇
一

王
敏
・
梅
本
重
一
編
『
中
国
シ
ン
ボ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
図
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
三

黒
川
光
博
『
虎
屋　

和
菓
子
と
歩
ん
だ
五
百
年
』
新
潮
新
書
、
二
〇
〇
五

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ア
シ
ュ
ア
「
水
銀
と
虎
の
皮
―
日
渤
関
係
に
お
け
る
特
産
品
」『
古
代
日
本
と
渤
海　

能
登
か
ら
み
た
東
ア
ジ
ア
』

上
田
正
昭
監
修
、
大
巧
社
、
二
〇
〇
五

伊
藤
亜
人
監
訳
『
韓
国
文
化
シ
ン
ボ
ル
事
典
』
川
上
新
二
編
訳
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
六

府
中
美
術
館
編
『
動
物
絵
画
の
一
〇
〇
年
』
府
中
美
術
館
、
二
〇
〇
七

潁
原
退
蔵
『
江
戸
時
代
語
辞
典
』
尾
形
仂
編
、
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
八

内
山
淳
一
『
動
物
奇
想
天
外
―
江
戸
の
動
物
百
態
』
青
幻
舍
、
二
〇
〇
八

西
本
豊
弘
『
人
と
動
物
の
日
本
史
１　

動
物
の
考
古
学
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八

中
澤
克
昭
『
人
と
動
物
の
日
本
史
２　

歴
史
の
な
か
の
動
物
た
ち
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八

菅
豊
『
人
と
動
物
の
日
本
史
３　

動
物
と
現
代
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九

中
村
生
雄
『
人
と
動
物
の
日
本
史
４　

信
仰
の
な
か
の
動
物
た
ち
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
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付
記

　

本
稿
は
、財
団
法
人
・
韓
中
日
比
較
文
化
研
究
所（
李
御
寧
理
事
長　

ソ
ウ
ル
）の
依
頼
に
よ
り
執
筆
し
た
原
稿
を
元
に
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
の
う
ち
「
見
世
物
や
獲
物
に
さ
れ
た
虎
」「
戦
国
武
将
と
金
鯱
」「
虎
に
な
る
」、「
虎
屋
」
第
三
・
四
・
五
・
七
・
八
文
、「
寅
さ
ん
」
第
一
段
落

を
除
い
た
も
の
が
、『
十
二
支
神　

虎
』（
李
御
寧
編　

セ
ン
ガ
ゲ
ナ
ム
出
版
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
原
題
『
십
이
지
신 

호
랑
이
』
이
어
령 

편  

생
각
의
나
무
）
に
、「
日
本
人
の
非
日
常
と
日
常
に
棲
息
す
る
虎
た
ち
」（
原
題 「
일
본
인
의 

비
일
상
과 

일
상
에 

서
식
하
는 

호
랑
이
들
」）
と
し

て
掲
載
さ
れ
た
（
韓
国
語
版
・
翻
訳　

李
珦
淑
）。
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